
番号 低価格理由 低　　　価　　　格　　　理　　　由　　　の　　　詳　　　細　　　内　　　容

① 資材費(仮設材含む)の低減 資材保有の下請け使用による低減、資材数量の低減

② 労務費の低減

③ 機械経費の低減

④ 新材料・新技術

⑤ 作業効率の向上 工法変更による作業効率向上

⑥ 下請業者の協力

⑦ 経費の低減

⑧ 現場管理費低減 近隣で同工種工事を複数行っていることによる経費低減

⑨ 安全資機材低減

⑩ 本支店経費の低減 同工種工事を複数行っていることによる経費低減

⑪ 利益の低減

⑫ 受注実績の取得

⑬ 売上の確保

⑭ その他

【低価格理由とその詳細】



【 比較表－１ 】

記 入 要 領

工 事 名

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

屋根改修 式 1 9,196,210 1 9,014,929 98.0% 1 7,360,000 1 11,875,065 62.0%

　仮設工事 式 1 2,461,931 1 1,914,650 77.8% 1 1,560,000 1 2,993,998 52.1%

　　外部足場設置 式 1 2,461,931 1 1,914,650 77.8% 1 1,560,000 1 2,993,998 52.1%

　屋根改修工事 式 1 6,734,279 1 7,100,279 105.4% 1 5,800,000 1 8,881,067 65.3%

　　環境実験棟 式 1 5,675,432 1 5,982,932 105.4% 1 4,939,868 1 7,448,252 66.3%

　　管理棟 式 1 1,058,847 1 1,117,347 105.5% 1 860,132 1 1,432,815 60.0%

直接工事費 式 1 9,196,210 1 9,014,929 98.0% 1 7,360,000 1 11,875,065 62.0%

共通仮設費 式 1 321,867 1 455,071 141.4% 1 591,333 1 395,439 149.5%

　共通仮設費 式 1 321,867 1 455,071 141.4% 1 591,333 1 395,439 149.5%

純工事費 式 1 9,518,077 1 9,470,000 99.5% 1 7,951,333 1 12,270,504 64.8%

　現場管理費 式 1 1,265,904 1 910,000 71.9% 1 1,016,300 1 1,471,233 69.1% 近隣で同種工事を複数実施

工事原価 式 1 10,783,981 1 10,380,000 96.3% 1 8,967,633 1 13,741,737 65.3%

　一般管理費等 式 1 1,736,019 1 730,000 42.1% 1 5,147,367 1 2,168,263 237.4% 外注費低減により相対的に増

工事価格 式 1 12,520,000 1 11,110,000 88.7% 1 14,115,000 1 15,910,000 88.7%

積 算 内 訳 書 の 比 較 表
1) 見積り等積算根拠を示すものがあれば添付する。
2) 数量総括表に対応する内訳書にして下さい。
3) 入札時の元請(当初予定)欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認して下さい。
4) 工事完成時の元請（完成時実績）、官積算（最終）欄は、それぞれ調査票の直接工事費、共通仮設費、現場管理費、一般管理費等および工事価格
と合致するか確認して下さい。
5) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

工事区分・工種・
種別

単位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考官積算（予定価格）
※ 元請（当初予定） 元請/

官積
（％）

元請（完成時実績） 官積算（最終）
※ 元請/

官積
（％）

資材を所有する仮設業者と
安価に契約

ローラー塗りを吹付に変更す
ることにより作業効率が向上
し塗装工員数が低減。また、
当初は屋根形状の不一致や
劣化程度を悪く想定し塗料
を大目に見積もっていたが
実際は少なく済んだ。



【 比較表－２ 】

記 入 要 領

工 事 名

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

　（仮設工事）

　　外壁面外足場 南-東面 ㎡ 811 1,200 973,200 811 1,200 973,200 967 881 851,927 967 1,200 1,160,400

　　外壁面外足場 北面 ㎡ 259 1,200 310,800 259 1,200 310,800 303 881 266,943 303 1,200 363,600

　　外壁面外足場 北面 ㎡ 49 881 43,169 49 1,200 58,800

　　災害防止 ㎡ 1,071 661 707,931 1,071 150 160,650 1,318 62 81,716 1,318 661 871,198

　　侵入防止 m 70 2,000 140,000 70 2,000 140,000 105 1,017 106,785 105 2,000 210,000

　　越屋根外周親綱架払 m 100 1,500 150,000 100 1,500 150,000 100 952 95,200 100 1,500 150,000

　　屋根移動用親綱架払 m 120 1,500 180,000 120 1,500 180,000 120 952 114,240 120 1,500 180,000

　（屋根改修）

　※環境実験棟

　　屋根：穴あき箇所処理 箇所 28 8,969 251,132 28 8,969 251,132 28 8,969 251,132 28 8,969 251,132

　　高圧洗浄 ㎡ 1,230 160 196,800 1,230 160 196,800 1,632 160 261,120 1,632 160 261,120

　　下地調整 ㎡ 1,230 450 553,500 1,230 700 861,000 1,632 700 1,142,400 1,632 450 734,400

　　遮熱断熱塗装 ㎡ 1,230 3,800 4,674,000 1,230 3,800 4,674,000 1,632 2,013 3,285,216 1,632 3,800 6,201,600

　※管理棟

　　屋根：穴あき箇所処理 箇所 3 8,969 26,907 3 8,969 26,907 3 8,969 26,907 3 8,969 26,907

　　高圧洗浄 ㎡ 234 160 37,440 234 160 37,440 234 160 37,440 234 160 37,440

　　高圧洗浄(2) ㎡ 53 190 10,070 53 256 13,568

　　下地調整 ㎡ 234 450 105,300 234 700 163,800 234 700 163,800 234 450 105,300

　　下地調整(2) 53 834 44,202 53 720 38,160

　　遮熱断熱塗装 ㎡ 234 3,800 889,200 234 3,800 889,200 234 2,013 471,042 234 3,800 889,200

　　遮熱断熱塗装（２） ㎡ 53 2,013 106,689 53 6,080 322,240

直接工事費 式 1 9,196,210 1 9,014,929 1 7,360,000 1 11,875,065

共通仮設費 式 1 321,867 1 455,071 1 591,333 1 395,439

　共通仮設費 式 1 321,867 1 455,071 1 591,333 1 395,439

純工事費 式 1 9,518,077 1 9,470,000 1 7,951,333 1 12,270,504

　現場管理費 式 1 1,265,904 1 910,000 1 1,016,300 1 1,471,233

工事原価 式 1 10,783,981 1 10,380,000 1 8,967,633 1 13,741,737

　一般管理費等 式 1 1,736,019 1 730,000 1 5,147,367 1 2,168,263

工事価格 式 1 12,520,000 1 11,110,000 1 14,115,000 1 15,910,000

元請（完成時実績） 官積算（最終）※

内 訳 書 に 対 す る 明 細 書 の 比 較 表
1) 本様式は、比較表-1に対する明細を記入することとする。さらにその明細が必要な場合は、本様式を使用しその詳細が明確になるようにす
　る。
2) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

工事区分・工種・
種別・細別

単
位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考官積算（予定価格）※ 元請（当初予定）



【 比較表－３ 】

入札時（当初の予定）

単価

手 持 ち 資 材 の 比 較 表 （主 要 資 材）

本工事での
使用予定量

単価
本工事での

使用量

規格・型式 単位

工事完成時（実績）

品　名 不足数量の
手当方法

手持ち
数量

特段なし

使用工種
等

工 事 名

記 入 要 領

1) 手持ち資材の状況については、主に当該工事で使用予定の資材を記入する。
2) 官積算が市場単価の場合、備考欄に市場単価を記入して下さい。
3) 実績と官積は、同じ単位による単価としてください。単位が一致しない場合はそれぞれの単位を明記してください。
4) 入札時の欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認してください。完成時及び官単価欄は、主要資材相当品のみを記入する。
5) ※印の官単価欄は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

官単価
※

（最終）
備　考手持ち

数量
不足数量の
手当方法



【 比較表－４ 】

記 入 要 領

工 事 名

業者名 所在地
入札者との

関係
業者名 所在地

入札者との
関係

塗装工
ﾌｧｽﾄﾌﾗｯ
ｼｭ

巻 1 30,000 中部リペイン㈱
名古屋市北区
山田町89-3 協力会社 3 30,000 中部リペイン㈱

名古屋市北区
山田町89-3 協力会社

材工込み
見積もり

塗装工 キルコ 缶 82 30,000 ㈱ｼﾝﾏﾃﾘｱﾙﾜﾝ
名古屋市東区
徳川町2107 協力会社 67 30,000 ㈱ｼﾝﾏﾃﾘｱﾙﾜﾝ

名古屋市東区
徳川町2107 協力会社

材工込み
見積もり

屋根の形状の不一致や
劣化状況を悪く想定し
当初は数量を大目に想
定していたもの

単価
購 入 先 名購 入 先 名

数量
工種種別 品名規格 単位

入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

1) 「入札者との関係」欄は、購入先予定業者との関係を記入。(例)協力会社、同族会社、資本提携会社等
2) 官積算が市場単価の場合、備考欄に市場単価を記入してください。
3) 総額で値引きし、個々の品目の値引き単価が特定できない場合、実績単価欄は契約単価を記入し、総額値引き率を備考欄に記入する。
4) 実績と官積は、同じ単位による単価としてください。単位が一致しない場合はそれぞれの単位を明記してください。
5) 入札時の欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認してください。完成時及び官単価の欄は、主要資材(購入価格が工事費の約0.3%以上の資材)
    とし、軽微な資材は省略する。
6) ※印の官単価欄は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

資 材 購 入 先 一 覧 （主 要 資 材）の 比 較 表

※

官単価
（最終）

備考
数量 単価



【 比較表－５ 】

記 入 要 領

工 事 名

数　量 単　価 メーカ名 現在の利用状況 数　量 単　価 メーカ名

特段なし

手 持 ち 機 械 の 比 較 表 （主 要 機 械）

機械名称 規格・型式・能力・年式 単位
入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

備　考

1) 本様式には、主に当該工事に使用する予定の手持ち機械の状況を記入して下さい。
2) 実績と官積は、同じ単位による単価としてください。単位が一致しない場合はそれぞれの単位を明記してください。
3) 入札時の欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認してください。完成時及び官単価の欄は、主要機械相当品(各機械経費が工事費
の約
　　0.3%以上の機器)のみでよい。
4) ※印の官単価欄は 発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい

官単価
※

（最終）



【 比較表－６ 】

記 入 要 領

工 事 名

30,000 30 ㈱大煌 30,000 28 ㈱大煌

協力会社 協力会社

30,000 65 中部リペイン㈱ 30,000 32 中部リペイン㈱

協力会社 協力会社

材工込み
見積もり

施工方法の変更（ﾛｰﾗｰ塗
りから吹付）により員数削減

単価 員数 単価 員数

労 務 者 の 確 保 計 画 の 比 較 表

 下請け会社との関係
 下請け会社名等

 下請け会社との関係
 下請け会社名等

※

官単価
(最終)

工　種

1) 下請け労務者と自社労務者を下記のように区分して下さい。
　　・下請け労務者は(　)なしで記入する。
　　・自社労務者は(　)内に記入する。
2) 下請け会社との関係も明記する。
3) 労務単価は必ず記入する。
4) (例)として記入したものは記入例なので、この記入例を消去して使用してください。
5) ※印の官単価欄は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

塗装工 塗装工作業員

職　種

入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

備　考

27,300円
とび工

仮設工 仮設工作業員



【 比較表－７ 】

記 入 要 領

工 事 名

仮設工事
外部足場組、解
体

3 27 30 2 26 28

塗装工事 屋根塗装 5 60 65 3 29 32 施工方法の変更（ﾛｰﾗｰ塗りか
ら吹付）により員数削減

塗装工
作業員

入札時（当初の予定）

世話役

配置予定人数

　工 種 別 労 務 者 配 置 計 画 の 比 較 表
1) 職種名は例示したものなので、該当する職種名に変更して記入して下さい。
2) 世話役が、他の工種または他の工事と兼任している場合、正当な人数になるように按分してください。
3) (例)として記入したものは記入例なので、この記入例を消去して使用してください。

工　種 種　別
計塗装工

作業員

工事完成時（実績）

鳶作業員鳶作業員

配置人数

計
備　考

世話役



【 比較表－８ 】

記 入 要 領

工 事 名

受け入れ予定箇所 受け入れ価格 受け入れた箇所 受け入れた価格

混合物

防水層及びその他不随

廃プラスチック類
知多郡東浦町大字
緒川字上広間30-17

15000円 なし

金属類
知多郡東浦町大字
緒川字上広間30-17

15000円 なし

建 設 副 産 物 の 搬 出 等 の 比 較 表
1) 当該工事で発生する、すべての建設副産物について記入してください。
2) 記入してある名称以外の建設副産物がある場合は、名称を追加して記入して下さい。
3) 受け入れ価格は、建設副産物の処分のみに要した価格を記入してください(収集、運搬等に要した費用を除く)。
4) ※印の官積算価格欄は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

備　考
入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

建設副産物の名称 官積算価格※

（最終）

知多郡東浦町大字
緒川字上広間30-17

15000円
名古屋市西区山木
1丁目106番地の1

15,000円 未計上



令和4年度　環境実験棟外屋根改修工事

★工事費の内訳

黄色塗りつぶし部分：入力必要箇所

緑色塗りつぶし部分：黄色セルの入力に伴う自動計算（入力不可）

その他の部分：シートの書換等を防ぐ為、入力不可にしている。

パスワードが要求される場合の対処方法： 未入力 ※ 0 ※ 0
入力箇所が間違っているためであり、指定箇所（黄色塗りつぶし部分）に入力して下さい。 エラー E 0 E 0

注）消費税抜きで記入してください 金額単位：千円

元請外注
1

中部リペイン株式
会社

2  株式会社　大煌

費　　目 元請+元請外注 合計 塗装工事 仮設工事

① 直接工事費 11,668 6,604 5,064 3,670 1,394

(１) 材料費 2,784 2,000 784 400 384

(２) 労務費等 8,481 4,451 4,030 3,170 860

イ 労務費 8,481 4,451 4,030 3,170 860

ロ 交通誘導警備員A 0 0 0 0 0

ハ 交通誘導警備員B 0 0 0 0 0

(３) 船舶・機械機具等損料 250 0 250 100 150

(４) 提供船舶・機械等経費（現場修理・保管） 0 0 0 0 0

(５) 直接経費 50 50 0 0 0

イ 特許使用料 50 50 0 0 0

ロ 光熱電力使用料 0 0 0 0 0

(６) 特殊経費（処分費等） 103 103 0 0 0

イ 処分費（再資源化施設の受入費を含む） 100 100 0 0 0

ロ 上・下水道料金 3 3 0 0 0

ハ 有料道路利用料 0 0 0 0 0

(７) 拘束費 0 0 0 0 0

② 間接工事費 1,607 1,311 296 130 166

(１) 共通仮設費 591 511 80 30 50

イ 運搬費 280 200 80 30 50

Ａ 機器材 0 0 0 0 0

1） 仮設材① 0 0 0 0 0

2） 仮設材② 0 0 0 0 0

3） 仮設材③ 0 0 0 0 0

4） 敷鉄板① 0 0 0 0 0

5） 敷鉄板② 0 0 0 0 0

6） 敷鉄板③ 0 0 0 0 0

7） 敷鉄板④ 0 0 0 0 0

8） 橋梁等架設支保工 0 0 0 0 0

9） 橋梁用架設タワー等 0 0 0 0 0

10） 橋梁用仮設桁設備 0 0 0 0 0

11） 積み込み取り卸し費 0 0 0 0 0

12） トンネル用スライドセントル 0 0 0 0 0

13） 汚濁防止枠 0 0 0 0 0

21） その他① 0 0 0 0 0

31） その他② 0 0 0 0 0

Ｂ 建設機械Ⅰ 280 200 80 30 50

1) 貨物自動車等 による運搬 0 0 0 0 0

2) 自走 による運搬 180 100 80 30 50

3) 日々回送による運搬 0 0 0 0 0

4) 現場内小運搬 100 100 0 0 0

Ｃ 建設機械Ⅱ 0 0 0 0 0

1) 貨物自動車等 による運搬 0 0 0 0 0

2) 自走 による運搬 0 0 0 0 0

4) 現場内小運搬（内分解組立費） 0 0 0 0 0

ロ 準備費 0 0 0 0 0

Ａ 準備・測量等 0 0 0 0 0

A' 三次元起工測量 0 0 0 0 0

Ｂ その他 0 0 0 0 0

ハ 事業損失防止施設費 0 0 0 0 0

ニ 安全費 80 80 0 0 0

通常の安全対策

Ａ 安全管理費 80 80 0 0 0
1) 工事区域内全般の安全管理上の監

視、あるいは連絡等に要した費用（稼
働日の保安要員等の費用を含む）

0 0 0 0 0

2) 不稼働日の保安要員等の費用 0 0 0 0 0
3) 標示板、標識、保安燈、防護柵、バリケード、

架空線等事故防止対策簡易ゲート、照明、
仮設信号機等の安全施設類の設置、撤去、
補修に要した費用、使用期間中の損料及び
民間気象海象情報料

10 10 0 0 0

4) 夜間作業を行う場合における照明に要
した費用 0 0 0 0 0

5) 酸素欠乏症の予防に要した費用 0 0 0 0 0
6) 河川、海岸工事における救命艇に要し

た費用
0 0 0 0 0

7) 粉塵作業の予防に要した費用 0 0 0 0 0
9) 安全用品等の費用（足場、安全帯を除

く）
10 10 0 0 0

10) 安全用品等の費用（フルハーネスを除
く安全帯のみの費用）

60 60 0 0 0

11) 安全用品等の費用（足場のみの費用） 0 0 0 0 0
12) 安全委員会等に要した費用 0 0 0 0 0
13) 再圧装置設置、撤去、維持管理に要し

た費用
0 0 0 0 0

14) 架空線等事故防止対策簡易ゲートに
要した費用

0 0 0 0 0

16) 道路使用許可申請等費用（手数料等） 0 0 0 0 0

Ｂ 巡視・保安（交通誘導員B） 0 0 0 0 0

2) 巡視・保安（交通誘導員B） 0 0 0 0 0

D 高圧作業予防 0 0 0 0 0

E 航路安全標識・警戒船 0 0 0 0 0

G トンネル工事における呼吸用保護具 0 0 0 0 0

J 0 0 0 0 0

K 水雷・傷害等保険料 0 0 0 0 0

M 安全監視船 0 0 0 0 0

N 防護管設置費用 0 0 0 0 0

R 0 0 0 0 0

S 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

ホ 役務費 10 10 0 0 0

Ａ 土地の借上費 0 0 0 0 0

Ｂ 電力用水等基本料 10 10 0 0 0

Ｃ 臨時電力 0 0 0 0 0

D 船舶等の係船・施設使用料 0 0 0 0 0

ヘ 技術管理費 221 221 0 0 0

Ａ 品質管理費等 20 20 0 0 0

Ｂ 特殊な品質管理 0 0 0 0 0

Ｃ 現場条件等費用 0 0 0 0 0

Ｄ 各種調査等 20 20 0 0 0

Ｅ 各種台帳等 181 181 0 0 0

F ICT建設機械 0 0 0 0 0

G 3次元出来形測量 0 0 0 0 0

Z その他 0 0 0 0 0

ト 営繕費 0 0 0 0 0

Ａ 建物費 0 0 0 0 0
1) 労働者宿舎や駐車場の設置・撤去、維

持修繕（運搬費、電灯、水道、ガスの諸
施設含む）に要した費用

0 0 0 0 0

2) 現場事務所、試験室、倉庫、材料保管
場所、駐車場等の設置・撤去、維持修
繕（運搬費、電灯、水道、ガスの諸施設
含む）に要した費用

0 0 0 0 0

Ｂ 借上費 0 0 0 0 0
1) 労務者宿舎や駐車場の敷地の借上げ

に要した地代及び建物を建築する代わ
りに貸ビル、マンション、民家等を長期
借上げに要した費用

0 0 0 0 0

2) 現場事務所、試験室、倉庫、材料保管
場所、駐車場等の敷地の借上げに要し
た地代及び建物を建築する代わりに貸
ビル、マンション、民家等を長期借上げ
に要した費用

0 0 0 0 0

Ｃ 宿泊費 0 0 0 0 0

Ｄ 労働者陸上輸送費 0 0 0 0 0

Ｅ 監督員詰所・火薬庫等の営繕 0 0 0 0 0

Ｆ 通常トイレ費用 0 0 0 0 0

G 快適トイレ費用 0 0 0 0 0

H 労働者海上輸送費 0 0 0 0 0

I 船中宿泊費 0 0 0 0 0

J 防犯・監視カメラ損料 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0
チ 現場環境改善費 0 0 0 0 0

Ａ 仮設備関係 0 0 0 0 0

Ｂ 営繕関係 0 0 0 0 0

Ｃ 安全関係 0 0 0 0 0

E 防災・危機管理関係 0 0 0 0 0

F 担い手育成関係 0 0 0 0 0

G 役務関係 0 0 0 0 0

Z その他 0 0 0 0 0

リ 回航・えい航費 0 0 0 0 0

Ａ 回航費 0 0 0 0 0

Ｂ えい航費 0 0 0 0 0

Ｃ 自航付属作業船の回航費・えい航費 0 0 0 0 0

ヌ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策費用 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

(２) 補償費 0 0 0 0 0

(３) 現場管理費 1,016 800 216 100 116

イ 労務管理費 0 0 0 0 0

a. 募集・解散費 0 0 0 0 0

b. 慰安・娯楽・厚生費 0 0 0 0 0

c. 作業被服費 0 0 0 0 0

d. 賃金以外の食事、通勤等に要する費用 0 0 0 0 0

e. 災害時負担費用 0 0 0 0 0

ロ 安全訓練等費用 0 0 0 0 0

Ａ 安全・衛生に要した費用 0 0 0 0 0

Ｂ 研修訓練等に要した費用 0 0 0 0 0

C 外国人労働者の技能実習に要した費用 0 0 0 0 0

ハ 租税公課 0 0 0 0 0

ニ 社員等従業員給料手当 663 641 22 14 8

ホ 退職金 0 0 0 0 0

ヘ 保険料 4 4 0 0 0

Ａ 火災保険 1 1 0 0 0

Ｂ 工事保険 3 3 0 0 0

Ｃ 自動車保険 0 0 0 0 0

Ｄ 組立保険 0 0 0 0 0

Ｅ その他労災保険（法定外を含む） 0 0 0 0 0

Ｆ その他損害保険 0 0 0 0 0

ト 法定福利費 158 155 3 2 1

Ａ 労災保険料 51 51 0 0 0

Ｂ 雇用保険料 5 5 0 0 0

Ｃ 健康保険料(介護保険料含む) 34 33 1 1 0

Ｄ 厚生年金保険料(児童手当拠出金含む) 61 59 2 1 1

Ｅ 建退共制度掛金 7 7

Ｆ 船員保険料 0 0 0 0 0

チ 福利厚生費 0 0 0 0 0

リ 補償費 0 0 0 0 0

ヌ 通信交通費 0 0 0 0 0

ル 交際費 0 0 0 0 0

ヲ 事務用品費 0 0 0 0 0

ワ 動力・用水光熱費 0 0 0 0 0

カ 工事実績登録費 0 0

ヨ 公共事業労務費調査 0 0 0 0 0

タ その他（天候デリバティブ費用） 0 0 0 0 0

レ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策費用 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

ツ 外注経費（外注一般管理費等） 191 191 84 107

外注経費の自動計算値 84 107

(４) 0 0 0 0 0

イ 0 0 0 0 0

ロ 0 0 0 0 0

③ 外注費（下請工事価格の合計） 5,360

13,275 13,275 3,716 1,453

④ 技術提案の実施のために要した費用 0 0 0 0 0

⑤ 一般管理費等 自動計算値 = 840 840 840

⑥ 0 0 0 0 0

⑦ 別途調査等工事価格 0 0 0 0 0

⑧ 工事価格 14,115 14,115

下請の工事価格 5,360 3,800 1,560

下請の工事価格の自動計算値 3,800 1,560

⑨ 消費税等相当額 1,412 1,412

⑩ 工事請負金額 15,527 15,527

⑪ 廃材処理等において、処分費以外に要した費用 0 0 0 0 0

⑫ 営繕費のうち、地代に要した費用 0 0 0 0 0

⑬ 準備費のうち伐開・除根・除草等に要した費用 0 0 0 0 0

⑭ 二次下請負者の数 0 0 0 0

⑮ 二次下請負者の外注経費の合計 0 0 0 0

⑯ 二次下請負者への発注工事価格の合計 0 0 0 0

⑰ 延実人員数と作業日数

(1) 労働者延人員 83 23 60 28 32

(2) (１)のうち通勤労働者延人員 0 0 0 0 0

(3) 交通誘導警備員Ａ延人員 0 0 0 0 0

(4) 交通誘導警備員Ｂ延人員 0 0 0 0 0

(6) 技能関係等従事者延人員 0 0 0 0 0

(7) 技術事務関係社員等従業員延人員 0 0 0 0 0

(8) 作業日数 20 5 15

(9) 延べ人員合計(1）+(3)+(4)+(6)+(7) 83 23 60 28 32

(10) 83 23 60 28 32

工事名

元　　請

安全留意度
「建設工事公衆災害防止対策要綱」につ
いて選択

墜落制止用器具（フルハーネス）費用

灯浮標・標識等の設置・撤去・維持管理に
要する費用および損料

機器リース料・損料

T

K

ル

ソ

機器間接費

技術者間接費
（電気通信設備工事の場合）

機器管理費
（電気通信設備工事の場合）

工事原価
（①直接工事費+②間接工事費+③外注費+⑥鋼橋等
工場製作費+⑦別途調査等工事価格）

鋼橋等工場製作費
（電気通信設備工事の場合は、機器単体費）

従事者延べ人員(6_法定福利費又は13_法定福利費_下
請の入力値）
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